
ステークホルダーへの提供価値

● お客さま満足度向上の取り組み
●​お客さま満足（CS）の向上
役員、部長層をメンバーとするCS推進会議で決定したCS活動
の基本方針に基づき、CS推進幹事会や部門ごとのCS組織、関係
会社、販売店、ガス工事会社などが一体となって業務品質・サービ
ス向上に取り組んでいます。貴重な経営資源であるお客さまの声
を関係部署で共有し、迅速な対応や業務改善につなげるとともに、
「お客さま満足度調査」の結果を担当部署へフィードバックし改
善することで、さらなるCS向上を実現していきます。

●​コールセンターの改善
お客さまセンターでは、電
話受付だけでなく、Webサイ
トや自動音声案内による対応
を順次拡大し、お客さまの利
便性を高めています。

ステークホルダー 提供価値 対話手段（取り組み内容） 関連リンク先

お客さま​
安全・安心かつ安定したエネルギー供給を基盤
に、くらしに寄り添う多様なサービスを通じて、お
客さまの快適で豊かな生活の実現を目指します。	

●	日々の営業活動	
●	コールセンターの改善（お客さまの声）	
●	会員制Webサイト（Club	TOHOGAS、
			TOHOBIZNEX）	

株主・投資家

持続的な成長と収益拡大を通じ、安定した配当と
株主優待を提供することで、中長期的な企業価値
向上を目指すとともに、透明性の高い情報開示と
積極的なIR活動を通じて、株主・投資家の皆さま
との信頼関係を構築します。 

●	株主総会	
●	決算説明会	
●	個人投資家向けの施設見学会	
●	機関投資家との面談	

地域社会
エネルギーの安定供給と脱炭素化への貢献に加
え、地域活性化や快適で安心なくらしを支える事
業を通じて、持続可能な社会の実現を目指します。	

●	SDGsに関する出前授業	
●	生物多様性・ビオトープ講座の開催
	（なごや環境大学）	
●	ガスエネルギー館での環境教育	
●	子どもや高齢者の見守り活動 

取引先
公正な取引を通じて、互いの成長と発展を目指す
成長的なパートナーシップを構築するとともに、
技術やノウハウの共有、新たな事業機会の創出を
通じて、ともに持続可能な価値を創造します。	

●	取引先さまへのCSRアンケート調査	
●	CSR調達ガイドライン	
●	相談窓口の設置	

従業員
働きがいのある環境、成長機会、充実した福利厚
生などを通じ、従業員の豊かなキャリアと生活の
実現に貢献します。	

●	エンゲージメント調査	
●	相談窓口の設置	
●	安全健康促進	
●	経営層との意見交換会（事業所訪問） 

基本的な考え方​
ステークホルダーの皆さまとの関係性を重視した企業活動
を進めています。​
「東邦ガスは、グループ各社とともに、人々との信頼のきず
なを大切にし、うるおいと感動のあるくらしの創造と魅力にあ
ふれ、いきいきとした社会の実現に寄与します。」という基本
理念のもと、ステークホルダーの皆さまとの対話を重ねなが
ら、ご意見やご要望を企業活動に取り入れることで企業価値
の一層の向上を目指します。
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株主・投資家とのコミュニケーション 

● 株主還元

当社は2024年4月に「資本コストや株価を意識した経営の実現
に向けた対応について」を開示し、その中で、当面の期間、自己資
本の最適化に向けて追加の株主還元を実施することを掲げてい
ます。また、2025年3月に開示した新たな中期経営計画では、上
記のとおり、累進的な増配を目指すとともに、自己資本の最適化
に向けた時間軸を示しました。

● 株主・投資家との対話 
●​株主総会
当社は株主総会を株主の皆さまとの重要な対話機会と位置付

けており、第154期定時株主総会では、ご来場の株主さまからの
ご発言のほか、事前にお寄せいただいたご質問に回答しました。
また、後日に株主総会での説明映像と合わせて事前質問への回
答の概要を当社Webサイトに公開するなど、積極的な情報開示に
努めています。

● 機関投資家との対話  
当社は、機関投資家や証券アナリストの皆さまに向けて、四半
期ごとに決算説明会を開催し、個別ミーティングも積極的に実施
しています。加えて、社債投資家である金融機関の皆さまに向け
ても定期的なIR活動を実施し、当社への理解を深めていただくよ
う努めています。IR活動を通じて得られたご意見やご要望は、経
営会議などを通じて社内で共有し、企業価値の向上に役立ててい
ます。

● 個人投資家との対話  
当社は、より多くの個人株主さまに、長期にわたってご支援をい

ただきたいと考えています。2024年度は、個人株主さまを対象と
した当社施設見学会やIR説明会など直接のコミュニケーションに
加え、オンライン説明会やインターネット上での動画配信などを
実施しました。今後もさまざまな形で対話機会を設け、当社への
理解を深めていただけるように努めていきます。	

株主還元方針​
　中期経営計画の計画期間（2025～2027年度）において、利益成長
とともに累進的な増配を目指します。また、自己株式の取得を進め、
2027年度末4,000億円を目安に自己資本の最適化を図ります。	

株主優待​
　当社は、株主の皆さまの日頃からのご支援やご理解に感謝するとと
もに、より多くの方々に長期にわたって当社株式を保有していただきた
いとの思いから、株主優待を導入しています。当社の株主優待は保有
株式数と保有期間に応じたポイント制で、ポイントはカタログ商品との
交換や社会貢献活動への寄付のほか、当社のガス･電気料金のお支払
いにもお使いいただけます。	

株主優待
詳細はWebサイトをご参照ください。 
https://www.tohogas.co.jp/corporate/ir/personal-investor/personal-investor-06/ 

株主・投資家向け情報（IR）
詳細はWebサイトをご参照ください。 
https://www.tohogas.co.jp/corporate-n/ir/ 

基本的な考え方​
株主や投資家の皆さまに、東邦ガスグループの事業内容や
経営方針への理解をより深めていただき、長期的にご支援い
ただくため、企業・財務情報の迅速かつ適切な開示や積極的
な対話に努めています。​

株主総会の様子

個別ミーティング延べ​​100​件程度

決算説明会​4 回（四半期ごと）

2024年度実績

ご来場株主さま数​​137人 議決権行使率​85.4%

第154期定時株主総会  
（2025年6月25日開催）	
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コーポレートベンチャーキャピタル（CVC）ファンド
の設立
　革新的な技術やアイデアを有するスタートアップとの協業
による事業創出を目的に、CVCファンドである「シン・インフ
ラ	ファンド	by	TOHO	GAS」を設立しました。
　4つの重点領域である「アグリ／フード、ウェルネス／ウェ
ルビーイング、不動産、観光」でのファンド運用を通じて、新た
なビジネスの創造と地域社会の発展に貢献します。

地域社会への貢献

● 自治体などと連携した社会課題解決の推進
カーボンニュートラル支援や地域新電力の取り組みなど、多方
面で自治体と連携を深め、魅力的なまちづくりに貢献します（自治
体との連携協定件数19件）。

活動 社会課題 活動概要 

カーボンクレジット創出 カーボンニュートラル実現に向けた
「カーボンクレジット」の活用促進	

自治体の補助金を活用して家庭に導入されたエネファームや太陽光発電
システムを対象に、家庭で削減されるCO2排出量を当社が取りまとめてJ-
クレジット化し、自治体域内で活用することで環境価値の地産地消を促進
し、地域のカーボンニュートラルの実現に貢献します。	

地域新電力 エネルギーの地産地消、地域経済循環や
脱炭素化の推進	 

自治体などと共同で地域新電力会社を設立し、ごみ発電などの地産電
源から得られた電力を公共施設などへ供給することで、地域のカーボン
ニュートラルおよびエネルギーの地産地消を推進します。また、事業利益
を自治体への寄付などに活用することを通じて地域活性化に貢献します。

次世代層教育​ 環境に配慮した行動変容を促すための、
子どもたちへの教育機会の創出

連携協定を締結した自治体やSDGsパートナー登録をした自治体と連携
し、次世代を担う子どもたちを対象にした環境・エネルギー教育やイベン
ト参加などを通じ、SDGs意識などの啓発に取り組んでいます。	

部活動改革支援 部活動の地域移行に向けた指導員確保および
業務効率化の支援

自治体向けソリューション「東邦ガス	つなぐtech（ツナグテ）」の一環とし
て、企業人材などを部活動の外部指導員として活用しながら、システム導
入などを通じて自治体の業務負担の軽減を目指します。

児童発達支援​ 質の高い療育を行う児童発達支援事業所の
活用機会の創出

児童発達支援事業所「フラワーきっず	のびるこ」を開設し、子どもたちの
個々の特性に応じた創作活動や生活体験を通じて、情緒や社会性を育む
支援を行います。

基本的な考え方​
東邦ガスグループは、地域の多様なニーズや課題と向き合い、カーボンニュートラル化やレジリエンス向上をはじめとした持続可能
な社会に貢献する取り組みを推進しています。東海三県（愛知県・岐阜県・三重県）を中心に、自治体などとの連携をこれまで以上に深
めることや、お客さまとの接点をさらに強化することにより、新たな価値の共創に取り組み、求められる課題を解決することで、地域に
おける豊かさの実現に貢献します。

地域社会貢献に関わる取り組み
詳細はWebサイトをご参照ください。 
https://www.tohogas.co.jp/corporate/eco/pdf/2025toho_web_coexistence.pdf

地域共生に向けた取り組み事例
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人権尊重への取り組み

● 人権デュー・ディリジェンス

● 相談窓口 

●​人権方針​​  
「東邦ガスグループ人権方針」を定め、従業員の人権意識の向上
を図るとともに差別やハラスメントなどの防止を推進し、人権に関
する負の影響の防止・軽減に取り組んでいます。

「東邦ガスグループ人権方針」に基づき人権デュー・ディリジェン
スの仕組みを構築し、事業を行ううえで配慮すべき人権に関する
負の影響（人権リスク）の特定や、防止・軽減などを図り、人権尊重
への取り組みを推進しています。
人権リスクについては、社内関係者や社外の有識者へのヒアリ

ングなどを通じて抽出し、深刻度と発生可能性の2軸で重要度の
評価を実施しています。重要な人権リスクとして、「労働安全衛生」
「サプライチェーン上の人権侵害」「プライバシーの侵害」「差別」
を特定しています。
2024年度は、特定した重要な人権リスクの中から「プライバ

シーの侵害」「差別」を選定し、リスクの防止・軽減に向けて、社内環
境の点検や人権啓発（eラーニング）・コンプライアンス研修の実
施、サプライチェーンへの働きかけに取り組みました。

● サプライチェーンにおける取り組み 
「東邦ガスグループCSR調達方針」に基づいて、「東邦ガスグ
ループCSR調達ガイドライン」を定め、人権尊重の取り組みを取
引先の皆さまとともに推進しています。2024年度は主な取引先
にアンケート調査を行い、強制労働・児童労働・差別の禁止など人
権尊重の取り組み状況を確認しました。アンケート調査結果から
人権に関する重大なリスクがあると判断された取引先はありませ
んでした。

東邦ガスグループ 人権方針
詳細はWebサイトをご参照ください。
https://www.tohogas.co.jp/corporate/eco/social/hrp/

東邦ガスグループ CSR調達ガイドライン
詳細はWebサイトをご参照ください。
https://www.tohogas.co.jp/corporate/eco/social/sce/

当社は、国連グローバル・コンパクトが定める4分野（人権・

労働・環境・腐敗防止）に関する10原則に賛同・署名し、国

連グローバル・コンパクトに加盟しています。

人権デュー・ディリジェンスの実施内容​

A
人権リスクの評価	
●	事業活動を通じた人権への負の影響の把握と評価		
●	重要な人権リスクの特定	

B
予防・是正の実施		
●	人権リスクの点検と各種施策の実施
●	ビジネスと人権、LGBTQ、コンプライアンスなどに関する研修

C
モニタリングの実施	
●	従業員アンケート調査の実施		
●	取引先アンケート調査の実施	

D 外部への情報公開	
●	統合レポート、Webサイトなどでの情報公開

●​推進体制​​​  
当社と主要関係会社から構成される「サステナビリティ委員会」

において、人権方針の策定・改訂や、人権デュー・ディリジェンスの
活動計画、実施状況などの審議・確認を行い、進捗を管理していま
す。その状況を経営会議に報告し、重要な事項は取締役会に付議
しています。

人権を含むコンプライアンスに関する相談先として面談・メー
ル・電話などで直接相談できる「コンプライアンス相談窓口」を、社
内と社外（弁護士事務所）に設置し、相談を受け付けています。当社
グループの従業員（派遣社員などを含む）だけでなく、退職者、取
引先なども利用できます。

人
権
方
針
の
策
定

相
談
窓
口
の
設
置

取り組みの全体像

A B

C
D

人権デュー・ディリジェンス
基本的な考え方​
持続的な社会の実現に貢献し、社会とともに持続的に発展

していくためには、事業活動に関わるステークホルダーの尊
厳が守られ、人権が尊重されることが必要であると考えてい
ます。こうした考え方のもと、当社グループは、国連「ビジネス
と人権に関する指導原則」などの国際規範に則り、「東邦ガス
グループ人権方針」を制定しています。従業員をはじめ、お客
さま、取引先、地域社会などのさまざまなステークホルダーの
皆さまの人権を尊重しながら事業活動を進め、持続可能な社
会の実現に貢献していきます。
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